
学区別意見交換会 

令和２年（2020 年）５月 22 日（金）9:00～9：55 三雲まちづくりセンター 

 

出席者：区長 ９名、まちづくり協議会役員 ３名  

市：谷畑市長、萩原副市長、谷口教育長、関係課職員 

 

１． 市長あいさつ 

新型コロナウィルス感染症の対応の経緯や現在の状況について。 

 

副市長あいさつ 

 

教育長あいさつ 

  

２． 自己紹介 

 

３． コロナウィルス対策の説明 

・湖南市新型コロナウィルス感染症基本的対応方針第７版抜粋による説明。 

・新しい生活様式 

 

 

４．コロナウィルスに関する意見交換会（地域での困り事等） 

区長：事業は３密を避けることが基本になるかと思うが、７月の河川愛護事業、敬老会、 

夏の集いや墓地清掃があるが方針は。 

 

市長：地域の活動はほぼ３密に当たると思うが、密を避けながら、マスク着用し、人数 

を絞りながらの開催が県の基準である。河川愛護については、屋外のため密にな

らないように実施していただければよい。 

敬老会は密になりやすく、酒食が伴うため今年は難しいと考える。 

 

区長：飲食を伴うものは理解できるが、暑い中でのマスク着用は高齢者もあり大変。作 

業はマスクなし、集合時にマスクをするという考えでよいか。 

 

市長：咳などに注意し、距離をとって行っていただきたい。 

 

区長：草刈り機を使うなどは距離ができ可能。草引きなど集まる作業はやめようと思っ 

ている。河川愛護補助金の関係もある。 



 

区長：敬老会、来月中に決める予定だが判断が難しい。警戒ステージなど、どの時点で 

判断すればよいのか。 

 

市長：県は 50 人以下と示されており、マスク着用などを守れば可能とはしているが、 

地域活動についてどのような形で行うべきか伝え、県に判断を示してもらおう 

と思っている。 

 

区長：感染予防対策として、非接触の体温計、アルコール消毒、マスクやフェイスシ 

   ールドを準備しようと思っている。通いの場がなくなって市民が孤立してしま 

うことを心配している。 

 

区長：時間帯を分け、入る人数を少なくして会議を行った。当面は少人数で行い、質問 

を受け付けるなどで行う予定。人との繋がりもなく連携ができない事を心配す 

る。 

 

区長：同様にやっている。 

 

区長：時間差で数分の対応とし、書類配布や集金を行っている。今後も継続していくし 

かないかと思っている。 

 

区長：市の夏まつりは中止だが、地域の夏まつりはできないのか。ほかの地域はどうか。 

 

区長：万が一を考えるとコロナの属性が分かるまで、中止にしようと思っている。 

 

区長：８月いっぱい、すべて中止、河川愛護のみ検討する。 

 

区長：７月の河川愛護は２班にわけて行う予定。夏祭りは７月末にしていたが秋に変 

   更し、９月末に行う予定。防災訓練は市に合わせて行う予定。敬老会も行う予定。 

   準備もあり、いつ判断するか悩んでいる。 

 

区長：運営協議会で検討するが、感染者への責任もとれないので安全策で判断しなけれ 

ばならないと感じている。 

 

区長：不特定多数や飲食を伴うものは年内または来年くらいまで無理だと思っている。 

   先日も４月に老人クラブの草刈りがあったが、区長の判断で止めていただいた。 



悩んだときはフェールセーフといって、安全な方向に判断するのがリーダーの

責任だと思っている。 

 

区長：草刈りは６月初めに行う予定。開催方法を細かく決めていこうと役員で考えてい 

る。繋がりが薄いため、交流を多く考えていたができず困っている。 

一番の困り事は、役員の定例会など開催方法に悩んでいる。分散や回数を増やす 

ことは勤めている人が多く難しい地域。リモート会議なども取り組みたいが、市 

の支援はないか。 

 

区長：河川愛護は７月第１日曜日に方法を検討して行う予定。夏まつりは７月末だが秋 

に延期決定。うつくし松の広場で行う案もある。グラウンドゴルフや防災研修も 

秋に延期、状況を見ながら地域交流も大事なので行っていきたい。 

 

区長：夏まつりや地蔵盆はできないと思っている。防災では、各組で消火栓、消火器の 

取扱い訓練を行っていたが、できていない状況。秋以降に少人数でもやってい 

く方向で進めている。 

 

まち協：役員会を数回行ったが、新年度の事業はできていない。６月１日に区長に集ま 

っていただき相談したい。 

 

まち協：一番怖いのは３密、災害発生時に避難所開設となった時の避難人数や対応を心 

    配する。市の準備や対応をしっかりお願いしたい。 

 

市長：６月補正で感染症が蔓延している中での避難所対応への予算は承認された。感 

染症蔓延している状況での避難所設営訓練をまち協に協力を得て計画している。 

多くの人に集まっていただくことは難しいが、まち協から地域に感染者の隔離

など、兵庫県にある「人と防災未来センター」の手引きをもとに全国的に進めて

いく協議をしたい。 

 

市長：学校については子どもたちの心のケアをしつつ、１日から一斉登校になる。地域 

での見守りにご協力をお願いしたい。 

 

教育長：学校でも行事の実施判断に悩んでいるところです。修学旅行も泊まることが難 

しい。バスも密になるなど実施の形に頭を悩ませているところ。 

学校開始となれば、教室の密など試行錯誤しながら取り組んでいく。 

引き続き、ご協力をお願いします。 


